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東
北
大
学
の
活
動
報
告

カ
ナ
ダ
か
ら
博
士
課
程
学
生
招
へ
い

超
音
波
信
号
処
理
法
の
初
期
検
討

２
０
２
４
年
２
月
25
日
〜
３
月
９
日
の
日
程
で
カ

ナ
ダ
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
大
学
、D

epartm
ent	of	

Electrical	and	Com
puter	Engineering

か
ら
２

名
の
博
士
課
程
学
生
を
東
北
大
学
学
際
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
研
究
所
お
よ
び
医
工
学
研
究
科
医
用
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
分
野
に
招
へ
い
し
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
大

学
、
東
北
大
学
の
双
方
の
研
究
室
で
は
、
１
秒
間
に

５
千
枚
以
上
の
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
撮
像
が
可
能
な
高
速

超
音
波
撮
像
法
を
活
用
し
、
生
体
内
流
路
や
生
体
流

動
の
精
密
な
計
測
評
価
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
「
さ
く

ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
ご
支
援
に
よ
り
人

材
交
流
を
推
進
し
、
双
方
の
研
究
成
果
を
融
合
し
た

共
同
研
究
の
初
期
検
討
を
実
施
し
ま
し
た
。

◉
生
体
内
流
路
の
運
動
解
析
法
の
開
発

高
速
超
音
波
撮
像
法
を
用
い
た
生
体
内
流
路
の
生

理
的
な
変
形
と
、
内
部
流
の
様
態
を
高
い
時
間
・
空

間
分
解
能
で
取
得
す
る
技
術
開
発
に
つ
い
て
東
北
大

学
に
お
け
る
装
置
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
説
明
を
行
い

ま
し
た
。
次
に
、
東
北
大
学
で
取
り
組
ん
で
い
る
泌

尿
器
科
領
域
の
流
動
態
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
で
得
ら
れ
た

下
部
尿
路
の
液
体
流
動
と
臓
器
運
動
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
ウ
ォ

ー
タ
ー
ル
ー
大
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
有
す
る
血
管

運
動
評
価
法
と
の
融
合
研
究
に
つ
い
て
、
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

議
論
に
基
づ
い
て
、
実
験
用
の
下
部
尿
路
模
型
を

作
製
し
、
初
期
検
討
に
用
い
る
高
速
超
音
波
の
デ
ー

タ
セ
ッ
ト
を
構
築
し
ま
し
た
。
こ
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト

を
使
用
し
、
下
部
尿
路
の
運
動
特
性
を
精
密
に
ト
ラ

ッ
キ
ン
グ
す
る
超
音
波
信
号
処
理
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を

共
同
で
構
築
し
ま
し
た
。
こ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ

っ
て
、
曲
率
を
有
す
る
柔
ら
か
い
生
体
内
流
路
に
お

け
る
拡
張
展
開
や
収
縮
の
伝
搬
速
度
の
推
定
が
出
来

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
臨
床
で
得
ら
れ

た
超
音
波
デ
ー
タ
に
対
し
て
も
こ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

を
適
用
し
、
実
際
の
臨
床
デ
ー
タ
の
解
析
に
お
け
る

本
手
法
の
有
効
性
と
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

◉
招
へ
い
者
に
よ
る
研
究
紹
介

招
へ
い
者
ら
の
研
究
機
関
と
、
よ
り
広
範
囲
な
学

術
交
流
を
展
開
し
て
い
く
た
め
、
招
へ
い
者
ら
の
グ

ル
ー
プ
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
課
題
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
情
報
交
換
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
東
北
大

学
に
お
け
る
生
体
内
流
体
計
測
や
超
音
波
工
学
分
野

の
関
連
研
究
者
や
大
学
院
生
も
多
く
参
加
し
、
多
く

の
討
論
を
通
じ
て
相
互
理
解
を
深
め
る
事
が
で
き
ま

し
た
。

◉
招
へ
い
を
終
え
て

本
事
業
の
支
援
の
も
と
、
国
際
的
に
当
該
分
野
を

先
導
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー

大
学
よ
り
博
士
課
程
の
学
生
を
招
へ
い
す
る
こ
と
が

で
き
、
今
後
双
方
の
研
究
課
題
の
発
展
に
資
す
る
共

同
研
究
の
初
期
検
討
を
実
施
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
東
北
大
学
の

大
学
院
生
か
ら
は
「
先
方
の
大
学
の
研
究
成
果
に
つ

い
て
直
接
聞
か
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
細
か
な
ノ
ウ

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
416
回

＝
特
別
連
載
＝

石井	琢郎
（東北大学　学際科学
フロンティア研究所
　　　　　　　助教）
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ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
「
海
外
の
研
究
室
に

お
け
る
チ
ー
ム
作
業
の
行
わ
れ
方
に
つ
い
て
大
き
な

学
び
が
あ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
効
果
的
な

国
際
交
流
と
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
初
め
て
来
日
し
た
招
へ
い
者
に
、
塩
竃

市
の
ひ
な
祭
り
イ
ベ
ン
ト
へ
の
訪
問
や
東
京
上
野
公

園
で
の
桜
観
賞
な
ど
を
通
じ
て
日
本
の
春
の
風
景
や

文
化
を
体
験
し
て
も
ら
え
た
事
も
、
本
事
業
な
ら
で

は
の
成
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
東
北
大
学
と
ウ
ォ

ー
タ
ー
ル
ー
大
学
は
大
学
間
交
流
協
定
を
締
結
し
て

お
り
、
今
後
も
活
発
な
共
同
研
究
や
人
材
交
流
を
展

開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
い
た
科
学
技

術
振
興
機
構
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
皆
さ
ま
、
招
へ
い
者
の
受
け
入
れ
に
様
々
な
支
援

を
い
た
だ
い
た
東
北
大
学
学
際
科
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

研
究
所
と
大
学
院
医
工
学
研
究
科
の
職
員
の
皆
さ
ま
、

西
條
芳
文
教
授
お
よ
び
研
究
室
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◉
今
後
の
展
望

２
０
２
４
年
９
月
22
〜
26
日
に
台
湾
で
「
Ｉ
Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｕ
Ｆ
Ｆ
Ｃ
ジ
ョ
イ
ン
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と
い

う
学
術
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
超
音
波
工
学
領

域
に
お
け
る
代
表
的
な
国
際
学
術
集
会
で
す
が
、

「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
交
流
し
た

日
加
双
方
の
大
学
院
生
が
再
会
し
、
両
グ
ル
ー
プ
の

交
流
や
情
報
交
換
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
本
事
業
で
行
っ
た
共
同
研
究
課
題
は
、
双
方

の
グ
ル
ー
プ
で
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
や
計
測
シ
ス
テ
ム
の

改
良
を
し
て
い
く
方
針
と
な
っ
て
お
り
、
国
際
的
な

人
材
交
流
や
頭
脳
循
環
の
継
続
的
な
推
進
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

招へい者と東北大学医工学研究科医用イメージング
分野メンバーとの集合写真（左端は著者の石井助教） 招へい者による血管の運動性状評価に関する説明

招へい者との研究交流セミナー 管腔臓器運動のトラッキングアルゴリズムの共同開発




